
干拓 地 水 田 と 土 壌 構 造

久 保 田 収 治 （ 岡L膿 試）

水酢 跡那 非常鴫 しい土塊葺造に，僻 に畑 わして掛 たことがあり抑 欄 田

桜7 5年帆 風師 干拓地でてノたっ余 り蛸 事なので・ 当時断 た写弧 干拓地爛 す

る

のこす 。

沢山

した が 作出 白土鼓か実に莞 しい 粒団の横み重ね甘こなつで ′、る

処に ニ′去と，粗大有線 扮が充分に施 され て居 り・ この甜 で は・ ま米

いう軒 ごした ○詳細 に見 る と・ 面 白 い こ と毛こ 水稲 の細掛 こ

がぶらさ終 つでJ、るの摘 められ 一望したロ これな丁寧に寄せ凍 めて遣 きれ た

㌫で ，そ j′㌶・エ・芦、て ，柘 植 こノニュそ の他 の 分析 で も レ ⊂みよ う と思 つて い る問 空こl もろも ろ忙

しくで その 凱 こなつて しま い ま した。 そ の後・ 3 乙Ⅴ臼r の S o l l ？対 日i 〇己 蛸

ん「二い て
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とい う記事 を 見 出 し独 こ興味 深 く感 じま した〇

児島湾の干拓地 では、二 渋が一般に粘重です 。代掻きほ田面を平 らにす る程度で切 り上

げ ます 。丁 寧 に代 を掻 く と 「塩 が 浮 く 」 と云 い ます ロ こ の言 葉 は 昔 〒ゞ 拓当恥 塩 無 こ

悩 ま された 解 か らの も の らし くて 1ぅ現 在 既 に土盛 中 殆 んど塩 分が 見 出され な い状 態で 尚 も

使わ れ で・、要 すっ と りも なお さ ず これ は ぅ七 鄭 つ異状 還 元 に よ る腐 限 れ な意 味 してい るも

のでホ 「ズポラ櫓 」 といつ て真跡 こそ のま郎 礪 の苗を挿映 する栽培軌 更に所謂瞳立

栽 培 の慣 習 も亦 ，所 謂 塩 が浮 く のを 怖れ た所 か ら出 てい ましよ う9 代 掻 き とい う作 業 の意

義ほ無論多方面 か ら理解 され 7ゎければ ならないで しよ うが ，水稲養 分の保持及 び供給 源 と

して の泥 の ，利 用 出来 る表 面 横 を最大 にす る作 業 とも云 え るで しよ う。 ところで ，干 拓 地

土 鄭 ように ，他に比して衣分 の保持供給力の大 きな土壌では ，そ の表面積 の拡大作業 よ
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も，相 紡 の発生残存 を小な らしめ る配慮の方 が ，寧ろ水稲旺 とつ ては有軽 いものかも

知れ ません8 ここに本干 拓地水田で の土塊物理性 の問題が ある様 に思わ丸 ます e これ に萌

て京大の川 口・苫田氏等 のポ ッ ト試験成贋があ ります が ，私共 も当時 ，干 拓地士窃 を粒

庶別に 分けで ヨ之培 し ，5 ～ 2・ 5 皿 径 の ものが収 量 ホ 高 く タ代 務 きは好 ま し くな い審 を鮭

験 して ，大 変興 味 深 く感 じま した コ

そ九 ；ユゝニ●っもl一つ ，新 しい干 拓 地で面 白い 寄 が あ りま した 。所 謂 崖 下 と云 われ る場 所 の水

野 こ間 しで です が ，そ こは 旧堤防 に接 した 田 掛 で将 来 道路 に な る運 命 ざこあ ります 。そ の た

め ，そ の凹蛤抑 管理 ほ誠に粗放であ り掠奪のみが行 われてい ます Q 如 ミここに皮肉な事に

ほ ，そ こでほ I 他 の よ く管 理 され た田 捌 を し りめ に ，自然に 4 石 の 収畳 が あ がつ て し ま う

とい う帯て汁 〇二娼挿 画調査をして克 ます と ，低 ヒには立 派 な組織 構造 力顎 達 して ，孔隙

率ほ アロ争乱 上 】鋤即 言以下 三千柘地 特有 のダライ 的性格が翻 もて褐色 化し ，亀裂 力項 事

に招来ています 。この豊下矧場 が自然条件 として他 の削 紀 簸 る・事と云 えば ，ぎ司郎 ミ＝ミ

軽高 い とい う責㍉ 従 って ，揚 水 のそ改案が あ り ，当 卿 こ屡 々 同席 水が礪 渇 す る とい う峯で づ㌔

今一 つを挙げ九 ば ，拾作 りで あるため ，普通 の硯場で 得 られた慣習的作業 の‥解 放 被 ら

ない と讃 歌 乱 ようロ 従つて ，土塊 識豊が破壊さ九な いこ と ，若 しくほ ，乾湿の反復等 に

荘 くそ jlが膨 成 の京菜 性 が強 調 さ Jtるわ けで づ㌔

■もー つ ，崖下 のま召紆は 似た 慣 な条 件 の場 合 で す が ラブ リー ク泥 土争こ関連 した審 が あ りま

したので付け加えます日掛 、〒 拓地で ク リーク泥土 を乾臆して本 田に客 入す ると7永瀬妃 大

変よい とい うのほ 方便 々経 放 され て来た 処で すQ そ の原 因は 泥 土中 に餐 分 合 豊 か多 く ，丈 ，

それを租砕 したものは ，客入せ られた ときその作土層土鰻の所謂「あわい」 － 湛水下

の郎姫靴tミが良 好 に 抹た れ る こ とにあ る と埋 解 され て い ます コ姓で ，ここシこ紳 こ述 べ たい ク

リーク泥土 は ，〒拓 関田後 間 もな い彩田 地 域 の ク リークに濁 す る事 で す ．。こ こで ほ ク リー

クは次執 ○豊没 して 来 るので毎 年掘 り上古ずら九 ます ロ 掘 り上 げ る のほ冬 期 間 減水 時 で ，泥

ほ岸辺に棚披 こ盛 り上げ られ ヨ乾燥 され て ，これに水稲が作らニ…ほ サロ所謂 口旧 」で ㌻、ニ

ここでほ水稲 ほ 強 別 に育 ち ，特 に 粗 ち充 実 が良 粁 なの カ屯 日され てい ます。 桝 田後間 も な

い地域のク リークの泥土ほ ，旧干拓地のそれ と異つて本 田土芸払 化学性は余 り変 らな い よ

ぅです凸ところが 】これを贋み上り恕 川田でほ ，その範囲土壌中に極端 な酸化部位 と還元

部位との反復 r・勒 められます Q 叉 I ク リーク水位 の昇降に つれて ，川唱衰前に 白熱 こ湛水

された り，叉 ，そ の田面が嘲給 した りします 0 湛れ 放 しの本 田土 韻 と典つて ，土瓢 内部

が甚だ不均一 性に富ん でい ます 0 こむ蕃が ，前述 の粗 の充 実 と関係す るのでほあ るまいか
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と話 し合 つ てい ます 〇

綿 ，ここに針 て新 し如 拙 墳の構造性の問題恥 肥沃朋 あるが異常還元の脊

を即 か 舶 断 拓也 －・ 脚こ〒柘紳 だ凱 い新旧雌 て，妥当にか 得られる事

でもつ㍉ 普通水斑土粁 必ずしも矧 虹 訪 れる事ではないでしよう細 田土如 構

造性の間那 ウしかく簡単でほないよ うに思 われ ます0

○晴天 が続 き

土壌 の 乾 焼 か ら

坂 上 行 雄 （ 舶 濃試）

まる と土ほ 乾 燥す るG 土 の乾 燥 状 態 の違い と沸 水 后 の漏 水 通 風 こ

っいての一案政例な示す0

弟咽 捌 て脚 〕吃そう程度の違いと磯 水深

（ 一！7号 水田 ）

満 水前 7 那 即 〕土劫剥く分
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伏流 水 位 5・□ 況

5 □ 巳

明8月 9 月

たとえ砧土 郎 ・も 帖 が出れ易い」とミニ郷 地七掛 小島家か 三、ノ

削。 この対簸心 エ i代 ずきを充分行いますロー度乾 くと那 が出払 沙 なかもどり■だ

せん。」と。砂礫層土盛 で域帥 が問越にな り∴ 脚 つ渇 仰 止を契施する0 この対策の

一っ に消榔 勺だ が「 代 か き」 もあ る。次 に その －づ頚灸例を 示 す0
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